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昨年度に引き続き、当センターでは、高度な経営指導ができる担い

手担当者の育成を目的に、「担い手対応レベルアップ（３ＳＴＡＣ）

講習会」を開催しています。 

その第２回・第３回として、７月１０日から２日間はアグリビジネ

スソリューションズ㈱ より税理士 西山由美子氏を講師に向かえ、

農業経営分析と分析提案書の作成についての講習を受けました。経営

提案に必要

な「貸借対

照表」や「損益計算書」の役割やその活用方法等、講師

の西山氏の解説が分かりやすく、参加者からは「苦手意

識が無くなった！」との声もありました。 

続けて、８月８日には第４回として、社労士の武市淳

氏を講師に迎え、労務管理について講習を受けました。

武市氏からは、「現在は働き方改革などで、労務管理が

特に注目されており、就業規則の定めを再度見直すこと

が重要。農業者が長く働くために、適正な労務管理を行

ってほしい」などと述べ、実践的な労務管理について説

明を受けました。参加者からは「非常にためになった！」と好評を得ました。受講生たちはこれから本格的に提案

活動に入っていきます。農業者の所得向上のため、どんな提案になるかが期待されます。 
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８月１４日、ＪＡ永平寺にて担い手農家を対象とした研

修会が行われ、管内の担い手農家約３０名が参加しました。

講習では、福井農林総合事務所から次年度の作付けに向け

た小麦の栽培管理について説明がありました。特に適期・

適量播種の方法や、排水対策の徹底を促しました。 

次に、当センター農業支援

課の斎藤啓一課長より手引き

を基に「事業承継」について

講習を行いました。「計画的

に手続きを行っていくことや後継者と話し合うことが重要。他人ごとと考えず、真剣

に考えていってほしい」などと話し、集まった参加者らはメモをとるなど熱心に聞き

入っていました。 

 

 

 

 

８月３０日、ＪＡ福井市南部本所にて担い手農家を

対象とした『大麦栽培講習会・担い手グレードアップ

研修会』が行われました。 

講習では、農林総合事務所より収量・品質の向上に

むけた大麦栽培のポイントを説明。また、収量低下に

つながる帰化アサガオ防除を呼び掛けました。 

次に、北陸クボタ福井事務所よりドローンの活用に

ついて説明を受け、ラジコンヘリとの違いや農業利用

のルールや散布方法などを説明。福井県内ではドロー

ンの販売台数は増加しており、今後もドローンの活躍

する機会が益々増えていくことが見込まれています。 
 

永平寺 

福井市南部 
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ふくい米初出荷セレモニー 

 

 

 

 

 

 ８月２０日、ＪＡ福井市東部農業施設センターにて『２０１９年度産福井米の初出荷式』が行われました。

ＪＡ福井県五連を代表し、田波会長は「来年は合併し、大きな組織になるので、組合員の負託に応え、福井米を

しっかり販売していきたい」と推進しました。経済連より「心配さ

れた胴割れや乳白米は少なく、平年並みの収量を見込んでいる。品

質も良好で、検査した全量が一等に格付けされた」と報告がありま

した。福井米をＰＲするライスレディからは、「安全・安心な福井

米を全国各地に広め、ふくい米のおいしさをたくさんの人に知って

もらえるように頑張ります」と宣言し、紅白鎌を手に持ち、テープ

カットならぬ“わら縄カット”でお祝いを行いました。その後、新米

を乗せたトラックが関西方面へ出発しました。 

 

  

米集荷推進運動 

県下各ＪＡにおいては、７月から 9 月にかけて、

今年度産米の集荷運動に取組み、役職員らが農家

へ訪問しＪＡへの出荷を呼びかけました。 

 ＪＡ福井市では７月２９日～８月６日にかけて

ＴＡＣを中心に４5 件を訪問。そのうち８月５日

には、美山管内において、ＪＡ福井市の寺井敏高

会長とＴＡＣ、当センター職員らが同行し、管内

農家を巡回しました。今

回の集荷運動では、県内

全体で約１８０件訪問

し、生産者からは「例年よりも収量が良さそう。ＪＡへ出荷するので、よろしくお願いす

る」や、「薦めて頂いた農薬のおかげもあり、今年は稲が病気にならず、かなり生育が良

い」など様々な声を頂きました。 

  

 

 

 

 

https://2.bp.blogspot.com/-Sg8ItIhK-yY/UUFxtHOoq1I/AAAAAAAAOzw/dXrTxO7w5B4/s1600/job_kome_nouka.png
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経済連 
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信連 
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共済連 


